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( 1 ) たとえば Lev and Sougiannis［1996］を参照。
研究開発費の会計処理に関する一考察
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なお，EMtは R&Dを即時費用処理する場合の t－１期から t期までの利益成






















































































































































































( 7 ) （Lev［2001］，p.53）を参照。
( 8 ) R&Dの平均的なリスクを考慮しても，この年間約 7％というコストとベネ
フィットの差は，R&Dが化学会社にとって重要なバリュー・ドライバー（プラ
スの経済的付加価値）であることがわかる（Lev［2001］，p．53を参照）。
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